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令和８年３月２４日 
 

令和８年度 事業計画 
 

公益財団法人 佐倉緑の基金 
 

【当法人の目的】 

 広く市民の自発的な参加と協力を得て、自然環境の保全を図ることにより、多様な生物の息づく

佐倉の原風景と文化を後世に伝え、持続的で豊かな暮らしに寄与することを目的とする。 

【公益目的事業】 

１）野生動植物及びその生育生息地、並びに優れた里山景観の保全事業 

２）自然環境の保全のための調査研究及び監視事業 

３）自然環境の保全に関する情報収集及び啓発普及事業 

４）自然環境の保全に関するボランティア活動の推進事業 
 

【事業説明】 

１．野生動植物及びその生育生息地、並びに優れた里山景観の保全事業 

野生動植物及びその生育生息地の保全を目的とし、里山の保全整備、希少種の生息環境整備等を

行う。 

(1) 自治体や活動団体と協働して行う里山の保全整備等 

市内の重要な自然環境保全区域において、草刈り等による保全整備、希少種保護等を行う。 

①佐倉市下志津・畔田地先（佐倉里山自然公園） 

ア．畔田谷津下流域（畔田谷津ワークショップ） 

 面積 約１０ha 

・五反目竹林、白井作退避場、白井作～五反目間の農道沿い斜面の整備などが進んでいる。 

・緑金としては市民ボランティアのサポート役を担っている。 

イ．畔田谷津中流域 

 内容 農道の草刈り 

ウ．畦田台地（「植栽台地」を改称） 

場所 佐倉市畔田 47 番地先、面積 約 0.5ha 

エ．畔田１１４番地先（佐倉里山自然公園） 

      場所 佐倉市畔田 114 番地先 

    ・緑の基金が里山景観保全を方針として整備を継続しているエリアです。 

    ～周縁に自生するキンラン、ヤマホトトギス、ヤマツツジなどの保護のために台地上及

び坊谷津に向かう斜面での竹の伐採等の整備を行っています。 

     このエリアでユーカリ木こり倶楽部が林野庁助成事業として行う斜面前面の竹伐採

の成果に期待しています。 

又、坊谷津入口～畔田 114 との合流点～薬師堂横断道ルートの除草作業を継続する 

オ．アレチウリバスターズ活動 

     令和４年に畔田台地から活動を開始し、一昨年から坊谷津、上峠台地に範囲を広げて 3 か所

を重点対策エリアとして除去作業を行っている。アレチウリの除去株数の実績からも着実に成

果を上げていることがうかがえる。又、昨年度からは「オオブタクサ(重点対策外来種)」の除

去作業も併せて実施している。いずれも根絶は難しいが在来種保護の観点からも引き続き３地
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区での活動を継続する。 

    又、除去作業に付帯して周縁の除草作業、伐木作業も委託事業として行うこととしている。 

尚、この活動については行政とも情報共有して年 1 回の業者への草刈り委託について外来種 

駆除に有効な時期設定を配慮いただけるよう公園緑地課・治水課に報告を行っている。 

カ．白井作駐車場 

    引き続き年 4回（4,5,6,9月）の草刈りを実施する予定です。  
 

②佐倉市岩富地先（佐倉市谷津環境保全指針モデル事業地） 

面積 約６ha 

・岩富では低地の生きもの田んぼと、それに連続した斜面林・平地林のセットとなった環境 

 で多くの生きものが育つ場となっている。 

・生き物田んぼの整備は、業者委託と市民ボランティアのエリア分担を明確化して継続して 

 行うが、代掻きは作業者の事情で実施が難しい状況が続いている。 

 ナラ枯れによる倒木や落枝、イノシシによる畦の被害、一部谷津頭の伐採による土砂の流出 

など全体に周縁の自然環境の悪化が続いている。 

  ・一方で担い手の確保は難しく、現メンバーでの定常的な作業継続が難しい状況が続いている。 

  ・周辺山林でのナラ枯れした樹木の処理については、市の関係部署との調整の上で佐倉里山大

学関係者の協力も得ながら対策を進めたい。 
 

③飯野湿地 

  ・飯野字谷津、約 3,700 ㎡ における湿地生態系保全区域の管理および調査を継続。 

   ～印旛沼に近い谷津で斜面林にも囲まれ、トンボの生育に適した環境であり、各種のトンボ

が観察されている。 

  ・直近２年間は夏季の高温少雨が顕著で、加えて雨の降り方も変わってきている（シトシトか 

らザーッへ）ことから、特に道路側の池の水の溜まりが悪いとのこと。 

トンボの生態を考えて池の配置などを見直すべきとの指摘もあり検討したい。 

・道路(市道Ⅱ-31 号線)建設伴う周辺の伐木作業が年明けから開始されています。工事の進行 

に伴って湿地への影響が生じないかの見守りを継続する。 

  ・調査レポートの「課題と取組」より 

～飯野湿地は小さな谷津であるが、長年の地道な整備活動を続けてきたことで多種多様な生 

きものたちが生息できる場所となっている。しかし、左岸側の道路(市道Ⅱ-31 号線)建設で 

林がなくなった時に生きもの たちにどういう影響を与えるだろうか。彼らにとって、少 

しでも住みやすい場所であり 続けるために、私たち人間にできることは何か、考えて対 

処していかなければならない。  

今年はニホンアカガエルの産卵とアズマヒキガエルの産卵があった。この営みを断つこと 

のないよう見守りたい。  
 

④上勝田（ゲンジボタル保護地） 

  ・引き続き、草刈り（３回）、ゲンジボタル・ヘイケボタルの観察を実施している。 

 水路斜面側の草刈りで日照が確保されたことでカワニナが増えてきており、令和 7 年には 

ゲンジボタルは４年連続 100 匹超えの 155 匹を観測しています｡ 
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（調査を開始した 2004 年以降の最多は 2024 年の 193 匹です。） 

中央部のアシ、ガマなどの抽水植物を刈って開放湿地にすることで一層の増加を期待できる 

状況とのことです。 

・一方で整備の中核メンバーのリタイアーで活動の低下が懸念されますが、里山大学メンバー 

の活動の一環として整備活動の支援が予定されています。 
 

(2)里山の保全整備等 

  ・鷹匠ビオトープの生きものの生息環境に関する見守りと巡回を行う。 

   ～水路整備、草刈り、遊歩道の整備などはボランティアグループによって行われている。 

３年毎に生物調査を行っていますが、令和 7年に行っており、次回は令和９年の予定です。 

   ・樹木の萌芽更新が必要な時期にあり、大きく育ったコナラ、クヌギの間伐を始めている。 

    佐倉里山大学のチェーンソー操作実習の場として伐木作業を行っています 

・（観察レポートより） 引き続き多様な生きものが見られる。 2024年はムクゲアカバナが 

初出。湧水の流れるそばなので、上流から流れきたものか？          

アパート側が藪状態で移ってきたものか？ヤマカガシ、アオダイショウを初めて確認した。 

反対にヒガシニホント カゲやニホンカナヘビが減っている。 
 

(3) 市民の森協働事業 

・市民の森協働事業エリアにおける育成樹の見守り、親しみのある森づくりを行う。 

場所 佐倉市土浮地先（佐倉市民の森）、面積 約 2ha 

～協働エリアは明るく多種多様な樹木・草本が生育している。 

森は多様なトンボ・チョウの生息好適地ともなっており、引き続き散策路の整備のために 

年３回（5月、7月、11月）の草刈りを実施している 

  ～一昨年に農政課管理地内に自生していたサラシナショウマの開花は昨年は‘０’であった 

   ことから、今年度は保護の申請は行わない。 

～林内は実のなる木を育てようとしているが、林内の大きくなっている木は一部間伐し花の

芽生えを促したい。ナラ枯れにより枯れ死した木は増えてはいないようだが、枯れてから

時間がたつと、倒木や落枝が増える。散策路を歩いていて事故が起こる可能性も考えられ

るので、早期の伐採をお願いしたい。 
 

(4)受託事業 

市有地の草刈り等による保全整備、希少種保護等を行う。 

① カタクリ自生地調査及び保護管理業務 

場所 佐倉市上別所地先（カタクリ：千葉県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ：重要保護生物 ランクＢ） 

面積 3,272㎡ 

・今年度より保全整備作業を「ユーカリ木こり俱楽部」に引き継いでいただきました。 

・2019年秋の表土崩落以降、流れ出た球根の元斜面への埋戻しや植林による表土修復努力に 

よって開花数は回復してきているが、表土の形成には今暫く時間を要する。 

開花数は 2019年の 4,320株から 20年：2090、21年：2,806、22年：2,653 23年：2,387  

と半減していたが、24年 1,427株、25年は 1,230株と減少している。異常気象の原因？ 
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・崩落修復工事後の現場の状況 

斜面中央部の崩落箇所(斜面中央）底部に 2022年 11月に、ケ ヤキ５本、ムクノキ２本、 

パイオニア植物であるアカメ ガシワ２本の幼木を崩落箇所下部に植えたが、残ったの はア 

カメガシワ 1本であった。  

基部には、コゴメ ウツギと思われる木本系植物が自生してきた。中部には、ススキが 10数 

株見られるよう になった。 今後も、崩落斜面表層に植物が生えていくことにより、土砂流 

出は減少しつつも斜面の崩れが進んでいる。木が生えてくるようになれば良いが、表土再生

には未だ時間を要するようです。崩落地は暫く手をかけず様子を見る。 
  

➁ 下志津五反目谷津生態系保全に係る除草業務 

場所 佐倉里山自然公園・五反目谷津面積 8,300 ㎡ 

・緑の基金の中核的な活動エリアであり、昨年度レベルの整備作業・調査は継続して実施する。 

～佐倉里山自然公園における生物の現況を可能な範囲で記録し、保全管理の基礎資料として  

活用することを目的とする。 

 

２．自然環境の保全のための調査研究及び監視   

自然環境の保全を目的として生物調査等の各種調査や定期巡回監視活動等を行う。 

(1) 調査研究 

   市内里山保全地での活動・生物調査、必要とされる区域での生物調査等を実施する。 

① 里山保全地及び市内での生物調査 

・鷹匠、市内 3箇所（土浮・市民の森、飯重・大宮神社、馬渡・姫宮神社）の樹林調査 

・佐倉市北西部鳥類ルートセンサス 

 ～佐倉里山自然公園を含む農村地帯、谷津、斜面林、台地 の畑、小川、田んぼ等様々な環境 

を通るようにルートを設定し、鳥の種類と数を記録している。 

・佐倉里山自然公園 

 ～五反目谷津（上峠台地、谷津低地、斜面林を含む）における希少植物の観察・記録 

  及びニホンアカガエル卵塊調査（環境省モニタリングサイト 1000） 
 

② 受託調査 

西御門環境保全ゾーン調査業務（生物多様性の高い谷津環境保全管理の基礎資料のための調査） 

場所 佐倉市西御門地先、面積 9,800㎡、内容 生物調査 

  ・このエリアは調整池の役割を有するために生活環境課からの委託事業として行っています。 

人が足を踏み入れる機会が少ない谷津であるために、生き物の変化をつぶさに観察できる場 

所ではあるが、一帯がイノシシの行動域でもあり観察活動には注意を要する。 

   単独での調査はできない難しさはあるが、調査は暫く継続する。 

  ・（現地の環境について報告書より抜粋） 

  当地では、フェンスによって立ち入り が制限されており、生きもののサンクチュアリとして重 

要な役割を果たしてきた。 一方で当地はちばリサーチパークの調整池という制限された位置付 

けであり、昨今の異常気象によって全域が滞水し続けるという状況が多発している。また、全体 

として草刈面積も頻度も減ることにより、谷津環境としての健全性は低下し、生きものの生息域 

として不安定要素を抱える状況になっている。 このように当地は里山の健全な谷津環境として 
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の特徴が失われていく状況にあるが、佐倉市南部谷津環境保全区域として重要な区域である。  
 

(2) 調査研究支援 

➀ 希少種保護活動支援：活動団体による自発的な希少生物の保護・調査活動の支援を行う。 

・当財団の「希少種保護活動支援に関する要綱」によって市内における絶滅危惧種或いは重要

な保護生物について自生地がほとんど 1か所となっている希少種を主な対象とする。 

・令和７年では、寺崎地区でのサクラオグルマの調査について当該地での耕作中止によって 

自生地の保全ができないために８年度以降の観察調査を打ち切りとした。 

その結果、令和７年度末現在の対象種は１１種（植物８種、動物 3種：環境省・千葉県絶滅 

危惧種）となります。 

～市民の森の調査は従来植物、生物(昆虫）、鳥類を 3年サイクルで行っていたが、令和６年 

度以降は毎年鳥類調査を行っている。 
 

(3) 巡回監視活動 

当法人の佐倉動植物保護監視員による、市内の自然環境保全に関する監視活動をする。 

   ・随時巡回 2026年度登録者３名  
 

(4) 役員巡見など  

  財団の助成事業地、希少種保護活動支援地、市内里山の視察をして事業の実施状況、里山の 

保全状況について情報共有を図る。  

～役員巡見：今年度は 10月 25日(日)に実施の予定です。 

今回は昨年雨天中止とした「佐倉里山自然公園」内の散策を行うこととしたい。 
 

３．自然環境の保全に関する情報収集並びに啓発普及活動 

  自然保護活動及び緑化活動に対する理解を深めていただくべく事業を行う。 

(1) 自然観察・講演会等の開催  

  自然環境の保全に対して、広く市民に理解してもらうため、観察会等を開催する。 

① 親子自然観察会  

場所：佐倉市民の森 

内容：『森の生き物たちの不思議な世界をのぞいてみよう。出会いを楽しもう！』をコンセ 

  プトとして、佐倉野草会の協力を得て、小学生以下の子どもたち（保護者同伴）に自然に 

親しんでもらうことを目的としている。 

  ～令和 8 年度は 10 月 18 日(日)に実施予定です。昨年は過去最多の参加がありましたが、 

   ちいき新聞等広報媒体の活用で参加者の増加に努めたい。 

② 市民公益活動ポスター展（主催：市民公益活動サポートセンター）への出展の継続 
 

(2) ホームページの更新管理  

・財団のホームページは、事業活動を広く知っていただくための唯一の情報の窓口です。 

現在ホームページ上で活動の状況を具体的に紹介して、市民の皆さんに自然環境保全活動に 

興味・関心を持っていただけるようなコンテンツの提供を心掛ける。 
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(3) 身近な自然環境保全活動助成事業   

   本事業は「自然環境の保全への市民参加を促進するため佐倉市内において自発的・継続的

に取組む自然環境保全活動に対して、公益財団法人佐倉緑の基金が公募方式により募集し、

活動に要する経費の一部を助成する（募集要項 第 1 事業の趣旨より）」ことを目的として２

０１３年よりスタートし、今年度までに１６団体に対して延べ８７回の助成を行っている。 

本制度では当初は助成期間を５年限り５万円／年の助成を行うこととしていましたが、新

規応募が増えなかったことから、2018年以降は 5年経過した団体の助成金を 3万円に減額し

て助成を継続するよう規定改定を行って継続してきました。 

規定改定後は、2019年に 2団体、2022年に 1団体の新規応募がありましたが、それ以降 3

年間は新規応募がない状況が続いています。 

本事業は市内のボランタリーな自然環境保全活動を助成し、活発化する目的で取り組んで

きましたが、最近の応募状況から現在の枠組みでの役割を一定程度果たしたものと考え、令

和７年度をもって一旦運用を休止することで検討を進めています。 
 

(4) 受託事業  

① 鏑木小路市民緑地管理業務  

・場所 佐倉市宮小路町地先（鏑木小路市民緑地・侍の杜）、面積 2,488㎡ 

    ～江戸時代の武家の生活を庭のつくりや植栽を通して紹介する施設。 

    「古今佐倉真佐子」記載の植栽ゾーン（真佐子庭園）、佐倉の代表的景観としての竹林 

ゾーン、佐倉の植物ゾーン、和庭園が整備されている。 

  ・佐倉市との「鏑木小路市民緑地管理業務委託仕様書」によって 

庭園及び緑地外周の清掃などの日常管理、植栽の管理（低中木、生垣の剪定）及び一部 

保護種植物の保全を行っている。 

～ひよどり坂、武家屋敷の散策で歩き疲れた人がゆっくりと休憩できる雰囲気を感じて 

もらえるよう整備を行っています。 

   ～開園 10年を経て園内施設の老朽が進んでおり、修復・手直しが課題です。 

    開園時にしつらえた工作物等の破損が進み手直しを必要になっているが、殆ど手付かずの 

状態である。今後一層老朽が進む中で将来にわたって公開施設としての維持が可能かの 

検討を依頼している。 
 

４． 佐倉里山大学 

令和６年４月より佐倉市から運営業務の委託を受けて取り組んできた佐倉里山大学は、初年度「基

礎課程」受講者３２名を受け入れて６月に開校。 令和 7年 6月には 1期生 25名が専門課程に進み、

新たに 12名を基礎課程に迎えて開講。それぞれ所定の課程を修了して令和 8年 1月に初の卒業式

を行いました。 

    第 1期生は卒業後も「佐倉里山守り人の会」を結成、このもとに 7つのゼミナールを立ち上げて活動 

を継続することとなっています。  

佐倉里山大学建学の精神（「里山の歴史を学び 人と自然の関わりを知り 次の世代につなぐ人を 

つくる」）を受けて新たな里山の自然の守り人として仁尾活動のスタートを切ることとなっています。 

彼らの今後の活躍に大いに期待をするところです。 

    今年度は、第２期生は１２名全員が専門課程へ進級をいたしますが、４月に第３期生の募集を行って 
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５月末に開講の予定です。新規募集では１５名を定員としていますが、より多くの方の応募を期待して 

おります。 

緑の基金としては、この「次の世代につなぐ人をつくる」重要な役割を担うという使命感を持って 

   引き続き今後の運営に取り組んでいきたいと考えております。 

☞里山大学第２年度を終えての運営に関する報告等は報告事項にて詳細にご報告します 
 

５．自然環境の保全に関するボランティア活動の推進事業  

  より活発な自然環境の保全活動を行うべく、ボランティア活動の推進を行っている。  

(1) 賛助会会員の募集 

財政的に支援いただける賛同者の現状：個人：１２名、 団体：３団体 

本件については、昨年度の市の「財政援助団体等監査」における高評で「安定した運営の 

ため、基本財産運用益以外の収入源を確保するように」との指摘を受けています。 

これに対する措置として「現在個人中心の賛助会員から企業・団体への勧誘を積極的に進め、   

又企業・個人からの寄付についても推進策を検討する。」と回答を行っています。 
 

(2) 緑のボランティアの募集と登録 

当法人の事業において活動していただけるボランティアを増やす。 

・活動内容：保全整備作業（緑の基金里山隊）、生物調査、観察会講師、巡回監視等 

・登録ボランティア： 個人：４１名  団体：１０団体 
 

(3)ボランティア活動の支援など 

・草刈機や用具等を必要に応じて購入し、ボランティアへの貸与を行っています。 

・今年度より白井作を拠点に活動を開始する IVUSA（NPO法人国際ボランティア学生協会）への 

用具の貸与などの支援も行っています。 
 

(4)広報活動について 

・主催、共催行事でのパンフレットの配布など、｢佐倉緑の基金｣の活動を市民の皆さんに知っ

ていただく取組みの継続 
 

７．令和８年度里山大学公開講座（予定） 

日時：2026年9月12日（土）13:30-15:30  

会場：佐倉中央公民館大ホール 

講師：高槻成紀（麻布大学いのちの博物館・元麻布大学教授） 

演題：タヌキに学んだこと ―人と野生動物との共存を考える― 

 

 

^^以上 


